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『出版物紹介』

越後　新津丘陵　里山の植物
（新潟県都市緑化センター）

　巻頭に次のような序文を掲載し、本書の出版にあたって　　　　本書は、平成10年度に開設される新潟県立植物園の野外

の意図を示したつもりである。　　　　　　　　　　　　　の博物館となるべきフィールドである新津市内の丘陵地を

本書が新津丘陵の植物の保護につながることを切望してい　　　対象として、植物の種類、群落、森林の現状にっいて、調

る。そのために利用して頂ければ、出版の目的にかなうと　　　査結果をもとに、可能な限り正確に記録することを主な目

思っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的としている。本告をもとに、市民に親しめる丘陵として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これからも大切に保全する方策を考えると共に、健全な利

　「里山の自然」の特色は、動植物と人との相互作用で作り　　　用のための資料として活用して頂くことに力点をおいて出

だされた歴史の産物であるとの見方もできるように、人々　　　版することとした。

は里山を身近な存在としてとらえ、長い間その恩恵を受け　　　　従って、本書が新津丘陵の植物の絶滅や破壊につながる

てきたことにある。しかし、近年、化石燃料の普及、農業　　　ようなことがあっては意図することと逆効果になるので、分

形態や木材生痙の変化に伴って山野へ入り込む機会が少な　　　布上で少ない植物や、分布上で特色のある植物、あるいは

く、放置されている傾向が強くなり、動植物の生育・生息　　　貴重な群落などは現状の保全に特に留意して頂く必要があ

環境に変化がみられるようになってきている。里山に普通　　　る。新津市のすぐれた自然は、市の貴重な財産であるので、

にみられた植物のオミナエシのように近年極めて稀になっ　　　新潟県民、新津市民および訪問者には、その意義をよく理

たり、草原が森林に変ったりして植生の変化が目に見える　　　解頂き、絶滅や破壊につながる行為は避けて、かけがえの

状態になってきている。地域によっては、その変化を知っ　　　ない貴重な遺産として未来に継承するような配慮を是非お

て過去の里山の状態に戻そうとする運動さえ進めている所　　　願いしたいものである。　　　　　　　　（石沢進）

もある。

　新津の丘陵も過去には、もっと多くの人達に利用され、人

との係わりの強い地域であり、ここに成立している森林か

らもその一端がうかがえる。しかしながら、新津丘陵の過

去の自然の環境がどのような状態であったかを知る手劃か

りは少なく、記録に残された資料も多くはない。過去に広

く利用されていたといってもその実態を詳細に調べて記録

してあるわけではなく、現状の変遷を知るために比較でき

るような資料が整理されていない。っまり、新津丘陵の自

然の姿が充分に把握されていないと思われる。

　新津丘陵は、海抜の低い山体ではあるが、地形の変化に

富んでおり、気候も比較的温暖であることから、ここに生

育する動植物も多いことが予想され、その総体を明らかに

しておくことは、新津市の自然に関する財産目録をはっき

りさせることにっながる。そのような観点から丘陵の自然

を支える植物の実態把握は必須の要件である。新潟県立植

物園の開園にあわせて、植物園周辺の丘陵における植物を

明らかにしておくことは、極めて意義深いものと考える。

　さらに、都市に近い新津丘陵一里山一は、市民に広く利

用されるように遊歩道も整備されてきている。この時点で

丘陵における自然の実態を調べて基礎資料を整え、これか

らの里山の保全やその適切な利用に役立てることが肝要と

考える。

「里山の植物」。．石沢．
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